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関係について、こうした義務が履行されていなかった。 「人類 幸福」をめざして「妻にたいする夫のほとんど専制的な権力」 なく め 、妻も夫と同一の権利をもち、同一の仕方で法の保護をうけるべきであった。　
国家がその市民としてうまれたあらゆる人間の教育を、ある一定の水準まで要求・強要すべきであるという
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